
 

令和２年度学校評価アンケートのまとめ 

 

学校評価アンケートは、例年通り本校に在籍するすべての生徒、保護者および教職員を対象に

実施した。「ほぼ当てはまる」「やや当てはまる」を肯定的な回答として集計し ABCDで評価した。 

 

【保護者】 

 肯定的評価が高い項目が多く「瀬田工に入学させて良かった」「資格取得」「進路指導」「職員の

対応」は評価が高い。しかし、「施設・設備の充実」「図書館利用」「子どもの学習内容の理解」に

ついては評価が低い結果であった。今年度の傾向としてはコロナ禍の影響により「学校行事は子

どもにとって魅力あるものになっている」の評価が低かった。 

 

【生徒】 

 肯定的評価が高い項目は「専門的な学習内容」「進路指導」「部活動」である。しかし、「授業は

学習意欲が高まるよう工夫されていて分かりやすい」「授業内容の理解」「悩みや相談に親身に応

じてくれる先生がいる」については低い評価であった。特に「施設・設備の充実」が低い評価で

あった。 

 

【教職員】 

 すべての項目において高い評価であるが、「施設・設備の充実」「授業内容の理解」は低い評価

となった。昨年度比較では、ほぼ変わりない数値であった。 

 

【まとめ】 

 保護者は、子どもの様子や成長する姿から、生徒指導や進路指導など日常の指導に対して肯定

的な意見が多くあった。中には、学校の指導に関わる意見がある。 

 生徒の評価において、「充実した学校生活」が昨年よりもわずかに上がっているが、「学習意欲

が高まるように工夫されていてわかりやすい」は昨年度より３ポイント低く、コロナ禍における

臨時休業の影響もあるが、生徒の理解度をあげる工夫が必要である。また、「授業内容の理解度」

も 65%と、伸び悩んでいる様子が見て取れる。今後の授業改善や授業設計の工夫が必要である。 

教科指導の在り方（分かりやすい授業づくり、生徒が主体的に学ぶ環境改善）、日常の生徒への

指導、学級経営などについて振り返り、生徒・保護者との信頼関係を深め、地域、地元の企業の

支援を頂きながら、生徒の成長を支える指導に努める。 

施設・設備の充実および改善については、工業実習設備の更新を中心に強く要望していく。 

また、学校応援寄付制度を活用し取り組んでいく。 

 

【アンケート回収率】 

 生徒数 生徒回収率 保護者回収率 

1年 ２６８ ２６４ （９８．５％） ２５７ （９５．９％） 

2年 ２６２ ２６２ （１００％） ２５８ （９８．１％） 

3年 ２５８ ２５７ （９９．６％） ２４９ （９６．５％） 

 ７８８ ７８３ （９９．４％） ７６４ （９６．８％） 

 


